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第 2 9 3 号

広報  なかわだ

 

子供達にとっては、 夏休み真っ只中。 そして、 私にとっても夏休み真っ只中です。 （夏休みの無

い皆様、 ごめんなさい。） しかし、 夏本番とは行かないようです。 この冷夏によって、 農作物の被害

が懸念されています。 テレビでは、 スイカを捨てている農家の人たちの映像が流されていました。 し

かし一方では夏に入る前に、クーラーなどによる電気の使用量が増えて、電気が供給出来なくなるの

では、 という心配の声があがっていました。 今のところ、 冷夏のためか、 その声は巷で広がっていま

せん。 今は、 宮城で起きた地震による被害が心配です。 一日も早く、 普段の生活に戻る事が出来

ますように、 祈るばかりです。

しかし、 私 （たち） は、 実に身勝手です。 暑ければ暑いで文句を言い、 涼しくなったら涼しくなっ

たで文句を言う。 そして、 自分の思い通りにならないとイライラを募らせるのです。

福音書の中で出てくる人たち、 特にイエス様とぶつかる人たちは、 自分たちの思い通りにならない

と言ってイライラしている人たちです。 イエスが自分たちの持っている神さまのイメージ通りに動いてく

れないからです。 そして、 自分たちが作り上げた常識 （ここでは律法に適った生活様式） に、 イエ

ス様を何とかはめ込もうとするのです。 しかし、 イエス様は決して私たちの思い通りには動いてくれま

せん。 私たちが自分たちの小ささに気づき、 神さまの大きさに、 深さに気づくまでは ・ ・ ・ 。 こうし

て私たちは、 神さまへの信頼の中で、 和解への道を歩む事が出来るのでしょう。 人々との和解への

道を、 自然との和解への道を、 神さまとの和解への道を ・ ・ ・ ・ 。

しかし最近、 私を含めて多くの人々がイライラしているように感じます。 単なる暑さだけではなさそう

です。 飼い主のいない羊のようです。 良い羊飼いキリストが、 私たちを照らし、 導いてくださいます

ように。 アーメン。

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ごめんなさ～い。 私はもう少し夏休みが続きま～す。 でも、 「かわいい子には旅をさせよ」 ってい

うことで勘弁してくださ～い。  （でも、 「かわいい子」 であるはずがありませんよね！アハハハハ！・ ・

身勝手な私をおゆるしください ・ ・ ）

 委員会だより　

＜ 7 月 6 日 ( 日 )  16 名出席 ＞
1. 6 月度会計報告 （別紙資料あり ・ 甲斐委員）
 一般会計

祭儀費: グルニエ神父様お留守中のミサ謝礼25,000円支出
マネーフレンド運送(盗難)保険料 20,000 円支出
香部屋　カーテン新調 38,010 円支出

2. 司祭給与分担金制度導入について （資料あり ・ 甲斐委員）
従来、 神父様の生活費は小教区が直接負担していたが、
H16年1月以降は教区がまとめて取り扱うことになる。（従っ
て、来年度から会計の項目に「司祭給与」の項がなくなる）

3. 卓球大会について
参加者が高齢者と役員がほとんどという状況(昨年の場合)。
3 年前くらいから急に参加者が減って来た。
このことを考慮し、 今年は取り止めることに決定。

4. 夏季要理学校についての日程 （井上委員）
 先週父兄会を持ち、 今年の夏季学校は 8 月 2 ～ 3 日に教

会 1 泊で実施に決定。
 小谷氏がドイツ製のミニハーモニカをプレゼントしてくださる

とのことで、 これを活用させて頂く。
 森脇氏より面白い理科の実験をしてくださる旨の提案あり。
 3 日(日)は子ども中心のミサにする。 （高野助祭）

5. 敬老会準備に関して
今年から、 諸般の事情から、 招待の対象者を満75歳以上
と改めます。 該当 51 名。 74 歳までの方は、 申し訳けあり
ませんが、 対象外となります。 ミサ終了後、 茶話会実施。

6. イラク支援募金について
献金箱に 33,000 円が入っていたので、 これに愛の献金よ
り 17,000 円を加えて 50,000 円を送ることに決定。

7. 売店設置について
売店を従来より規模を縮小した形で設置。会計も個別の扱
いとし、 専任の担当者を決める。

8. その他
 第５地区福音宣教委員会からの報告 ： （資料あり ・ 小野委

員）
今年度短期キリスト教セミナー分担金 ： 15,000 円。
本年度よりチケットの販売方法は、 3 回分一括および各回
毎の 2 種類となる。
できるだけ未信者の参加を促進するために、 信徒による積
極的な働きかけが必要。

 「泉区民クリスマス」 の件 （阿部委員）
実施日 ： 12 月 23 日(火 ・ 祝) 泉公会堂にて。
参加分担金 ： 今年度は 2 万円を拠出する。
中和田教会は、第一部の最後に小谷氏と子どもたちによる
ハーモニカ合奏で参加する予定。

 壮年会だより　

＜ 7 月 20 日 ( 日 )  15 名出席 ＞
1. 7/6 教会委員会報告(詳細は広報なかわだ)

2. 8 月の聖書朗読者  ･8/3 山田 ･8/24 美底 ･9/7 福島 諸氏

3. 審議事項

(1) 7/6 教会委員会からの要請事項
a. ｢神奈川県内の司祭･修道者･信徒が共同宣教への招き｣ア

ンケート募集について
 内容の報告にとどめ、アンケートの取扱は別途指示を待つ
b. 日曜日ﾐｻ後の聖堂掃除について
 壮年会は｢従来とおり｣聖堂掃除を全員で協力する｡

(2) バザー委員会からの要請

a. 模擬店等の責任者を次のように決定
 焼き鳥－上野さん  ･焼きそば－下村さん  ･焼きいか－宮

崎さん  ･飲み物－萩原さん  ･ヨーヨー釣り等－井上さん
 バザー券抽選商品提供は、 ビール券 ・ 商品券等 8 月 10

日までにバザー委員へ｡
(ミサ時福島バザー委員から連絡の再徹底)

(3) 壮年会関係
a. サロンの運営について
 中和田カトリック教会サロンマニュアル｣(案)を検討し､承認
 承認された｢サロンマニュアル｣は集会室食器置き場に常備
b. ミサ奉献(二名)について(典礼委員より要請)
 壮年会の聖書朗読週の奉献は､朗読者と壮年会三役(交代)

が行う｡
 なお､来年度壮年会総会(04 年 1 月)にて､全面的に見直し

検討する｡
4. 報告事項

(1)掲示板(案内板)の設置
 6 月 29 日に環境整備(草刈等)と合わせ実施｡【8 名参加】
 ｢匠の技｣と題した｢広報なかわだ｣原稿が紹介され､投稿す

ることになった｡
(2)中和田カトリック教会葬儀当日マニュアル改定(H15.4.13制

定壮年会)
 中和田カトリック教会の腕章が10枚購入出来た為改定した

5. 自由発言

( 1 )秋のハイキング予定について
 11 月予定の｢秋のハイキング｣を､下記内容で準備する。

・ 月日: 11/15(土)
・ 場所: 弘法山公園 【春のハイキング予定地(雨天中止)】

 婦人会だより

＜ 7 月 20 日 ( 日 )  30 名出席 ＞
1.  委員会報告  (委員会だより参照)
2. バザー関連事項
① 自主作品(一人2点以上)の提出をお願いします。(締切:9月

末日)    売値について特に希望のある方は付記してくださ
い。 また、 売れ残って値下げをするような場合には返品し
てほしい方もその旨付記してください。

② 不用品もご提供ください。聖堂入口に箱を置きます。(受付
期間:8 月末～ 9 月末)

③ バザー奉仕は 8 月中も行います。(第 1、 第 3 木曜日 ・ 午
後 1 時から)

④ 食堂関係の値段が決まりました。
カレー ： 　　　 300 円 串ざし玉こんにゃく ：  100円
フルーツみつ豆 ：   200円 マドレーヌ・紅茶セット：100円
(紅茶、 砂糖のご提供をお願いします)

3. その他の事項
①要理クラスの夏季学校に 1 万円をさしあげます。
②日曜日の案内係として、 婦人会からも毎週2名が当ります。

(月毎に当番地区が担当します)
③典礼委員から、 追悼ミサの際のお花料を、 参加者有志か

らその都度集めたい旨お話しがありました。 その折には、
ご希望の方は典礼委員さんに申し出てください。

④ミサに関連する質問がいくつか出され、 典礼委員会で検討
していただくことになりました。

4. 一粒会からのお知らせ ・ ・ ・ 別項 「お知らせ」 を参照
5. 第五地区福音宣教委員会報告

「湘南短期キリスト教セミナー」 (委員会だより参照)

次回例会は9月21日(日)  当番はC地区です。
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幻 の 低 温 低 圧 槽

清  水 　聖

58年目の終戦記念日が近づいてきました。 あの暑い日、 守衛所の前に整列して玉音放送を聞き、 涙がとめどなく流

れたのを思い出します。

雲のない青い空、 そして紺碧の海に、 大型航空母艦が白い航跡を残しながら全速力で走っている。 銀色の艦上攻撃

機でしょうか、 着鑑訓練を次々と行なっている。 中には操縦席のカバーを開けて、 ニコヤカに手を振っているパイロット

が見えた……。 私は、 生まれて初めて、 天然色の映画を見たのです。 その驚きは何と言い表したらよいのでしょう。 そ

のきれいさは目を見張るばかりでした。 当時、 私達が見る映画は白黒でしたから、 大きな違いでした。

私は海軍指定工場に勤務中でした。 あの横浜大空襲(S20.5.29)のちょっと前と記憶しています。 出社してすぐ課長に

呼び出され、営業のS氏と一緒に陸軍省に行くように命ぜられ、訳もわからず市ヶ谷へ出かけました。 当時、私は上司の

命で、飛行兵の身体適応検査、すなわち高高度における人体への影響を調べる機器の設計に首を突っ込んでいました。

市ヶ谷の陸軍省の、 厳しい門衛の前を通り、 受付を済ませ、 学校の教室の倍くらいの講堂、 というか会議室に案内

されました。 窓には暗幕装置がしてありました。 間もなく電灯が消され、 映写機のにぶい音がして、 なんの説明もなく、

音声もなく、 美しい紺碧の海が広がったのです。 その驚きは前述の通りです。 内容は、 アメリカ国民に対する戦意昂揚

と、 飛行兵の募集。 志願 ・ 採用風景から、 一人前の飛行兵となり巣立って行く…、 というような映画でした。

そのスクリーンの中に、私が設計中の低温低圧槽が映っていたのです。 中立国を通じて入ってきたものでしょう。 機器

の中での飛行兵の表情が、丁寧に映し出されていました。 点灯された室内を見回し、びっくりしました。 将校さんでいっぱ

いだったのです。参謀肩章をつけた人もいました。残念ながら、私が手掛けていた低温低圧槽は日の目も見ずに終戦。

陸上自衛隊 ・ 市ヶ谷１号館 （三島由紀夫が割腹自殺をした所）、 すなわち、 かつての陸軍士官学校、 大本営、 東

京裁判所など、 昭和史の大舞台となった場所の取り壊し作業が、 平成 6年 10月 21日に始まった

との記事を読み、 半ば忘れかけていた、 その昔私が足を踏み入れていた半世紀前のことが、 昨日

のことのように思い出されます。 市ヶ谷で見た天然色映画の強烈な印象は、 一生忘れることはない

でしょう。

私達は、 間違った国の指導者の号令により、 悲惨な敗戦を経験しました。 今、 イラク復興支援

と騒がれ、 自衛隊を派遣しようとしています。 アメリカ主導による動きが活発になっています。 これ

でよいのかと、 心配の種がまた一つ増えました。

（平成 15 年 6 月 17 日　記す）

月/日 主     日 朗 読、 奉 納 侍     者 オルガン 月/日 主     日 朗 読、 奉 納 侍     者 オルガン

8  /  3 年間第十八の主日 壮 年 会 下迫(瑶) 岩  渕 9 /14 十字架賞賛 青 年 会 下  迫 岩  渕

8 /10 年間第十九の主日 青 年 会 下  迫 森  田 9 / 21 年間第二十五の主日 婦人会C地区 石井(大) 森  田

8 /17 年間第二十の主日 婦人会役員 石井(大) 保  科 9 /28 年間第二十六の主日 壮 年 会 石井(拓) 保  科

8 /24 年間第二十一の主日 壮 年 会 石井(拓) 岩  渕 10/  5 年間第二十七の主日 壮 年 会 石  崎 岩  渕

8 /31 年間第二十二の主日 婦人会役員 石  崎 森  田 10/12 年間第二十八の主日 青 年 会 下迫(瑶) 森  田

9  /  7 年間第二十三の主日 壮 年 会 下迫(瑶) 保  科 10/19 年間第二十九の主日 婦人会D地区 下  迫 保  科

10/26 年間第三十の主日 壮 年 会 石井(大) 岩  渕

掲 示 板 ( 案 内 板 ) 新 設 と《 匠 の 技 》

中和田カトリック教会壮年会

03.06.29(日)教会入口に待望の掲示板 （案内板） ［写真右］ が出来ました。

この掲示板は、 教会の行事 ・ 要理学校 ・ 勉強会等の内容を、 信徒の方 ・ ご近所

の方々に、 ご案内するため教会委員会から要望されておりました。

新設された掲示板は、 壮年会七浦鑑吉さんが、 廃材を利用 （リサイクル） する設計

に苦労され・施工も担当していただきました。 そして、 据付にあたっては壮年会が 「力

のみ」、 お手伝いしました。

最近、 中和田教会の 《匠の技》 によって教会内

の設備も変わって来ています。 今日は、 この技と新しい設備をご紹介しましょう。

グルニエ主任司祭が来られご要望のありました、 【書見台】 が七浦さんの 《匠の

技》 で、 平成15年５月に作成され、 現在ミサで使

われています。 ［写真左］ 「皆様が何時も見られて

いる通りです」。

そして香部屋の祭服等を入れる所も、 七浦さんが平成 15 年 5 月き

れいに直し、 塗装もしてくれました。 カーテンも新規に張り替えられま

した。 ［写真右］ 「明るく機能的になった」 と典礼委員さんの声です。

ご復活祭の前にはカンペンド神父様の要望により、祭壇前の【十字

架の架台】 を福島清さんの 《匠の技》 で平成 15 年 4 月作成されました。 ［写真左］ 山口神父様のミ

サが艶やかに見えたのは私だけでしょうか。

もう一つ屋外では、 聖堂裏の 【物置屋根修繕】 が古田安巳

さんの 《匠の技》 で平成 15 年５月トタン屋根が張り替えられました。 ［写真右］

「これで雨漏りの心配もありません」。

それぞれ素晴らしい出来栄えです。 《匠の技》 の皆様方 「ありがとうございま

した」。     今後も宜しくお願い致します。お 知 ら せ

横浜教区  ･平和旬間行事

（国際ミサと国際文化交流会）
テーマ ： 『多様性の中の一致と平和』
日時 ： 2003 年 8 月 10 日(日)11 時 30 分～ 16 時
場所 ： 聖園女学院 （藤沢市） 講堂
昼食は各自持参

 聖母被昇天祭

8 月 15 日(金)午前 10 時から

レジオ  ･マリエ

8月の集会はおやすみですので、ロザリオの祈りもありま
せん。 9 月からのご参加をお待ちします。

当番の方は10分前には集合して下さい。 ご都合の悪い方は
典礼委員 ( 萩原氏 : ℡ 802-6258) 迄お申し出下さい。

ミ サ  当 番 表     (2003年  7、  8、  9月)

敬老会(ミサ  ･お祝い会)

９月 14 日(日)午前９時から
＊ご家族で、 信者でない方でも、 75 歳以上の方が

いらっしゃいましたらお申し出ください。

第36回  ･横浜教区一粒会大会

テーマ:主はサムエルを呼ばれた。 『サムエルよ』。
サ ム エ ル は 答 え た 。 『 ど う ぞ お 話 し く だ さ い 。
僕は聞いております』。
日時 ： 2003 年 9 月 23 日(火 ・ 祝)　10:20 ～ 15:30
会場 ： 焼津市文化センター
詳細 ・ 申込 ： 一粒会委員 （宮崎 , 竹内 , 下村） まで


